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延岡市は宮崎県の北部に位置 し、県内でも最大を誇る工業都市であります。

また、昨年国立能楽堂で開催された「能面展」や、本市で開催 した「江戸時

代の延岡展」により、全国的にも注目される文化都市でもあります。

現在延岡市は、「宮崎県北部地方拠点都市地域」の指定、「一般国道10号

線延岡道路」の都市計画決定、さらには、「西部大規模複合産業団地」学術

・文化ゾーンでの大学設立は、本市における都市の活性化を目的とした、大

規模な公共事業であり、それらに関連する開発事業や民間開発が増加 してい

ます。このような状況に対応するため、市教育委員会では開発事業等の計画

に際して、埋蔵文化財の確認調査等を実施 しているところであり、本書はそ

の報告書であります。

本書が埋蔵文化財への理解を深める一助になることを願うとともに、研究

資料としてご活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査にあたり県文化課をはじめ、地権者の方々

などのご協力を得ました。記 して感謝いたします。

平成 8年 3月 81日

延岡市教育委員会

教育長 牧 野 哲 久



1.本書は、延岡市教育委員会が国 。県補助を受けて、平成 7年度に実施した市内遺跡発掘調査

報告書である。

2.本年度は、権次郎遺跡、松ノ元遺跡、山ノ田遺跡、飯島遺跡、上ノ坊遺跡、堂ノ脇遺跡、巣

山遺跡、宮畑遺跡、光蓮寺遺跡、上無田遺跡 (第 2次)の発掘調査を実施した。

3。 本書に使用した遺構 。遺物の実測、 トレース、図面の作製については、山田 聡、尾方農一、

高浦 哲、甲斐佳代、甲斐千恵美、敷石サヨ子、高橋京子、山本敬子があたった。

4.現場での写真撮影は山田、尾方、高浦があたり、遺物の写真撮影は尾方、高浦があたった。

5。 飯島遺跡の自然科学分析は、い古環境研究所に委託 した。

6。 上無田遺跡 (第 2次)出上の黒曜石は、宍戸 章氏 (宮崎市)の御教示をいただいた。

7.方位は磁北を向いている。また、本書に使用したレベルは、すべて海抜高である。

8.出上した遺物は内藤記念館で保管しており、今後展示公開の予定である。

例

第 1章 はじめに

1.は じめに………………………………………………………… 1

第 2章 調査の記録

1.権次郎遺跡………………………………………………… 4～ 5

3.山ノ田遺跡……………………………………………………… 7

5,上ノ坊遺跡……………………∵…………………………12～ 14

7.堂ノ脇遺跡………………………………………………………17

9.光蓮寺遺跡………………………………………………………19

挿  図

Hg l 平成 7年度発掘調査遺跡分布図…………………………… 3

Fig 2 権次郎遺跡位置図…………………………………………… 4

Fig 3 権次郎遺跡 トレンチ 1・ 3土層断面図…………………… 4

Fig 4 権次郎遺跡調査区配置図…………………………………… 5

Fig 5 権次郎遺跡出土遺物実測図………………………………… 5

Fig 6 松ノ元遺跡位置図…………………………………………… 6

Fig 7 松ノ元遺跡調査区配置図…………………………………… 6

Fig 8 山ノ田遺跡位置図…………………………………………… 7

Fig 9 飯島遺跡位置図……………………………………………… 8

Fig 10 飯島遺跡調査区配置区……………………………………… 9

Fig n 飯島遺跡珪酸体分析結果 1…………………………………10

Fig 12 飯島遺跡珪酸体分析結果 2… ………………………………11

Fig 13 上ノ坊遺跡位置図……………………………………………12

Fig 14 上ノ坊遺跡調査区配置図……………………………………12

表

第 1表 平成 7年度市内遺跡発掘調査一覧表

写 真 図

権次郎遺跡…………………………………………………………PL.1
松ノ元遺跡…………………………………………………………PL.2
山ノ田遺跡…………………………………………………………PL.3
飯島遺跡……………………………………………………………PL.4.5

上ノ坊遺跡…………………………………………………………Pし.6。 7

ロ

2.調査の記録……………………………………………………… 2

2.松ノ元遺跡……………………………………………………… 6

4.飯島遺跡…………………………………………………… 8～H
6.宮畑遺跡……………………………………………………15～ 16

8.巣山遺跡…………………………………………………………18

10。 上無田遺跡 (第 2次)……………………………………・20～22

日 次

Fig 15 上ノ坊遺跡A地区土墳墓実測図……………………………13

Fig 16 上ノ坊遺跡出土遺物実測図…………………………………14

Fig 17 宮畑遺跡位置図………………………………………………15

Fig 18 宮畑遺跡調査区配置図………………………………………15

Fig 19 宮畑遺跡 トレンチ 1・ 2土層断面図………………………16

Fig 20 宮畑遺跡出土遺物実測図……………………………………16

Fig 21 堂ノ脇遺跡位置図……………………………………………17

Fig 22 巣山遺跡位置図………………………………………………18

Fig 23 光蓮寺遺跡位置図……………………………………………19

Fig 24 上無田遺跡 (第 2次)位置図………………………………20

Fig 25 上無田遺跡 (第 2次)調査区配置図………………………20

Fig 26 上無田遺跡 (第 2次)B地区上層断面図…………………21

Fig 27 上無田遺跡 (第 2次)出土遺物実測図……………………22

第 2表 報告書抄録

版 目 次

宮畑遺跡……………………………………………………………PL.8
堂ノ脇遺跡…………………………………………………………PL.9
巣山遺跡……………………………………………………………PL.9
光蓮寺遺跡…………………………………………………………PL.10

上無田遺跡 (第 2次)…………………………………………・PL.11.12

次文本

次



第 I章 はじめに

1“ はじめに

延岡市は、宮崎県の北部に位置し、東経 131度32分45秒～東経 131度50分20秒・北緯32度43分 32

秒～32度29分■秒の間にあり、面積は238.76平方キロメー トルである。本市は、五ヶ瀬川の豊富な

水源を基とする日本窒素肥料 (現在の旭化成工業株式会社)等により発展する、県下最大の工業都

市である。また、旧延岡藩主内藤家史料公開展示により、文化都市というイメージもたかまりつつ

ある。現在、延岡市では都市の活性化を推進させることを目的に、都市基盤整備を重点的に進めて

おり、それに伴う公共事業が増加 している。さらに「宮崎県北部地方拠点都市地域」の指定や「一

般国道10号延岡道路」の都市計画決定を受け、それらの関連事業が動きだしている。先に発表され

た「西部大規模複合産業団地」学術・文化ゾーンでの大学設立は、まさにその第一歩である。

今年の調査は、民間開発に伴う調査が主であり、これら開発事業と埋蔵文化財保護との調整資料

を得るために発掘調査を実施した。

本年度の市内遺跡発掘調査は下記の10箇所で実施した。

返 跡 名 所在地 (延岡市 ) 調 査 原 因 調査面積 調 査 期 間

権次郎遺跡 出北字権次郎 大規模小売店舗建設 ２
ｍ 平成 7年 6月 9日～ 16日

松ノ元遺跡 下三輪町字松ノ元 九州電力送電線鉄塔建設 16.5ポ 平成 7年 6月 19日 ～22日

山ノ田遺跡 櫛津町字山ノ田 ゴルフ場建設 H.2ド 平成 7年 6月 27日～29日

飯島遺跡 野田町字飯島 区画整理事業 115ポ 平成7年7月 17日～21日、同年10月 17日～18日

上ノ坊遺跡 富美山町字上ノ坊 宅地造成 56.5ポ 平成 7年 8月 21日 ～ 8月 31日

宮畑遺跡 大貫町字宮畑 公民館建設 ２
ｍ 平成 7年 9月 18日～21日

堂ノ脇遺跡 牧町字堂ノ脇 宅地造成 ２
ｍ 平成 7年 9月 26日

巣山遺跡 川島町字巣山 宅地造成 ２
ｍ 平成 7年 9月 26日

光蓮寺遺跡 大貫町字光蓮寺 ガソリンスタンド建設 ２
ｍ 平成 7年 10月 25日 ～26日

上無田遺跡 (第 2次 ) 野地町字上無田 宅地造成 37.5rド 平成 8年 2月 13日～19日

第 1表 平成 7年度市内遺跡発掘調査一覧表
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2日 調査の組織

調 査 主 体 延岡市教育委員会

長  平成 7年 10月 8日 以前教  育

平成 7年 10月 9日 以後

文 化 課 長

文 化 係 長

文化課副主査

文 化 課 主 事

文 化 課 主 事

文 化 課 主 事

宮崎大学教育学部助教授

当

当

担

担

務

査

庶

調

松 坂 数 男

牧 野 哲 久

牧 野 勝 利

酒 井 修 平

吉 永 綴 子

山 田   聡

尾 方 農 一

高 浦

柳 沢 一特 別 調 査 員

調 査 指 導 県教育庁文化課埋蔵文化財第一係主査  菅 付 和

県教育庁文化課文化財係主任主事 富士本 伸

調 査 作 業 員 安藤登美子、飯干将志、甲斐カツキ、甲斐カズコ、甲斐 正、

工藤今朝子、工藤幸一、久保利男、酒井 巌、酒井清子、

酒井初枝、酒井正志、酒井義穂、佐々木サツキ、佐藤 航、

林田裕子、牧野昭徳

甲斐佳代、甲斐千恵美、敷石サヨ子、高橋京子、山本敬子資 料 整 理

発掘調査の事前協議等において、市地域開発課 (現地域振興課)、 同区画整理課、同都市計画課

の方々に御協力をいただいた。また土地所有者の株式会社ホームワイ ド、九州電力株式会社、西武

ゴルフ株式会社、佐竹産業株式会社、西田石油瓦斯株式会社、アルファ不動産および各地権者の方

々には、調査の過程において便宜をはかっていただいた。記して感謝いたします。

哲

男

樹

二
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Fig l 平成 7年度発掘調査遺跡分布図
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1日 権次郎遺跡

第Ⅱ章 調査の記録

所 在 地

調査原因

調査期間

延岡市出北 4丁目103-3外

大規模小売店舗建設計

950609ハツ950616

調査面積

担 当 者

処  置

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、国道10号線と日豊本線に挟まれた旭化成工業株式

会社延岡支社の東側に位置し、愛宕山東部の沖積地に広がる水

田の一角で、標高約 4mを測る。ここは、以前は水利の便が悪

く、多くが畑地や荒地で水田に乏しい環境にあった。享保 9年

(1724年)牧野貞通が藩主のとき、岩熊井堰の工事に着手し、

10年後の享保19年 (1734年)に、井堰と用水路を完成させた。

この用水路により当地には水田地帯が広がっていた。しかし近

年は、10号線バイパスおよび区画整理事業の実施により、宅地

化が急速に進んできており、現在では当遺跡の南側に水田を残

すのみとなっている。

(2)調 査 の 概 要

発掘調査は水田址の検出を目的とし、 トレンチ調査法による

確認調査方法を採用し、事業予定者が用地買収を終えている水

田2ヶ 所について、 トレンチを各 2本、計 4ヶ 所において調査

を実施した。付近の基本層序は次のとおりである。

調査の結果、調査地の南北にそれぞれある微高地は古 くから

の集落跡が存在していたと推定されている。それを裏付けるよ

うに トレンチ 1の I～ Ⅲ層から若干の陶磁器、Ⅷ層から明治期

以降とおもわれる陶磁器が検出された。またⅥ～Ⅷ層に有機物、

炭化物が含まれていることが確認され、旧水田の基盤層であっ

たことが考えられる。 トレンチ 3のⅨ～XI層から水田遺構等は

確認されなかったものの、 トレンチ 2・ 4の地表下約 1.6mか

ら、砂礫が確認された。これは、調査地から北へ1.25km離 れた

五ヶ瀬川の堆積物と考えられ、河川の流路変遷を知るうえでの

資料が得られた。

Ⅲ層
Ⅳ層
V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

XI層

Fig 3

20∬

山田・尾方・ 高浦

調査後破壊

Fig 2 権次郎遺跡位置図

(1/15000)

トレンチ 1     トレンチ 3

じる)

)

権次郎遺跡 トレンチ

1日 3土層断面図

L=21,000

0       50cln

―I層 灰
Ⅱ層 灰

(

(耕作上)

作土)

るい)

じる)

多く含む)

土
が混じる)

(

明灰茶

淡黄
(小

青灰

明黄
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今回の調査では、旧水田の基盤層が検出さ

れたものの、出土遺物等から考えて、検出さ

れた水田層は、明治以降のものと判断される。

またXI層以下は砂礫が確認され、近世の水田

遺構は検出されなかった。文献上、この周辺

は近世に水田が営まれていたのは確かなこと

である。今後失われていく水田地帯での調査

は、慎重に行うべきであろう。

Fig 4 権次郎遺跡調査区配置図

(1/25000)

偲)出 土 遺 物

1～ 3は、 トレンチ4よ り検出された遺物である。 1は、スリ鉢である。 2は、素焼きの鉢で

ある。復元口径は22cmを測る。内外面ともロクロによる横ナデ調整がされているが、外面には、

横ナデ後不定方向ナデがみられる。色調は内外面とも淡赤茶褐色を呈す。焼成はやや不良で、器

壁の厚い部分では暗褐色のサンドイッチ状の色調を呈す。胎土は良好であり、微粒の砂を含む。

3は、白磁の茶碗である。復元口径は 7.6cmを測る。日縁部はわずかに外反している。 (高浦)

~~~:i'アア
'73

0                5 cm

Fig 5 権次郎遺跡出土遺物実測図
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所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

担 当 者

処  置

2口 松 ノ 元 遺 跡

延岡市下三輪町63卜 16外

九州電力送電線鉄塔建設

950619ハΨ950622

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、国指定史跡南方古墳群の吉野支群の立地する丘陵

から、五ヶ瀬川を挟んだ対岸の東西に派生する丘陵の一角に立

地する。調査地は、標高約 110mを測る丘陵頂上の平坦部分で、

日前に吉野支群、眼下には三輪の集落および水田地帯を一望で

きる地点にあたる。この地区にある三輪神社は、建立が養老 2

年 (718年)と され、この地区に古くから集落が営まれていた

ことが窺い知れる。調査地周辺は、延岡道路建設に伴う事前の

現地踏査により、弥生～古墳時代の表採資料が確認されており、

また北西約1.25kmに は、通称「青谷城 (あ おやぎ)」 と呼ばれ

る埋蔵文化財包蔵地があり、中近世の遺跡が所在すると思われ

る。

(2)調 査 の 概 要

発掘調査は、丘陵屋根筋の平坦部分に4ヶ

所の トレンチを設定し、上層観察および遺構

検出に主眼をおき、調査を実施した。調査は、

樹木等の根によりかなりの困難を極めた。当

遺跡の基本層序は次のとおりである。第 I層

腐葉土 (シ ダ類の根が多い)、 Ⅱ層黄白色岩

土層 (灰 白色粘土混じりの地山)。 土層観察

の結果、表上が薄いことから遺構検出に主眼

をおきて トレンチを広げ面的な調査を行った

が、遺構、遺物等の検出はされなかった。ま

た、周辺の地形に人工的な造作も見られず、

今回の調査地点で文化財の確認はされなかっ

た。しかし、立地および周辺環境から、今後

も同様の調査は必要であると判断される。

Fig 7 松ノ元遺跡調査区配置図

16.5だ

尾方・ 高浦

調査後破壊

Fig 6 松ノ元遺跡位置図

(1/15000)

(高浦)
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3日 山 ノ 田 遺 跡

所 在 地

調査原因

調査期間

延岡市櫛津町3705■外

ゴルフ場建設

950627ハΨ950629

調査面積

担 当 者

処  置

11.2∬

山田 。高浦

調査後破壊

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、延岡市と門川町の境に西方から日向灘に向かって突出している遠見山半島の山丘地

帯に位置する。ここは、標高約80mを測り、北に延岡市、南に門川町を一望できる。また、眼下

に土々呂湾 。赤水湾を望み、北東にのびる標高 223mを頂点とする丘陵は、「ブリ見山」と呼ば

れる。ブリ見山は、明治期～大正期に日本の鰤大尽といわれた日高家が回遊してくる鰤魚群を監

視した所で、今も当時の遺跡が確認できる。南に接する門川町庵川には、旧延岡藩主高橋元種が

開いたといわれる、庵川窯跡が所在している。

(掛  調 査 の 概 要

発掘調査は、先に実施した現地踏査により選定した 3丘陵について行った。調査は、 トレンチ

法を採用し、A地区に 1本、 B地区に2本、C地区に 1本設定し、土層観察および遺構検出に主

眼をおいた。調査地の上層は、地区によって若千の差はあったが、第 I層暗茶褐色粘質土 (旧畑

作土)、 第Ⅱ層明黄白粘質土 (地山岩上が多 く混じる)、 第Ⅲ層明燈白色岩土 (地山)である。

調査の結果、表採で得た陶磁器片のみで、遺構の検出はできなかった。しかし、立地および周辺

環境から同様の調査は必要であると判断される。 (高浦)

ヽ ,_

⌒
Fig 8 山ノ田遺跡位置図
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4.飯 島 遺 跡

延岡市野田町5761外

区画整理事業計画

950717ハV950721

951017ハΨ951018

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

担 当 者

処  置

115だ

山田・高浦

協議

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、延岡市街地から西方に約 2.5kmに ある水田と畑地

がひろがる平坦な微高地に位置する。】ヒ側と西側は五ヶ瀬川に

接し、河川の蛇行による堆積物で形成された地形にあたり、古

くから決水によって影響を受けた地域とみられ、昭和18年の水

害でも周辺に大規模な氾濫があった記録が残っている。周辺に

は、南西約 200mの地点に県北最大の家形石棺などを有する国

史跡南方古墳群野田支群が立地するなど、遺跡の立地環境とし

て良好な地域にあたり、水田跡若しくは畑地跡の可能性が予想

される地域となっている。 Fig 9 飯島遺跡位置図

(1/50000)

(閉  調 査 の 概 要

調査対象地は、畑地であるが宅地開発が進んでいるため調査可能地が限定された。このため、

調査箇所については、区画整理事業計画に伴う公有地化が終了している地点を選定し、 8ヶ 所に

ついて重機によるトレンチ方式で実施した。調査の過程において当初予想していた以上に砂質土

が多いことから、危険防止の為、 トレンチ幅を拡大 して行うとともに、水田跡等の有無の確認の

ため、プラントオパール分析を株式会社古環境研究所に委託した。

調査の結果、遺物は検出されなかったが、第 2、 3、 4地点を除いた地点から河原石の洪水堆

積層が検出され、予想以上に洪水の影響が見受けられることが判った。以下、各地点毎にその概

要を述べる。第 1地点は、標高約 7.5mを測り、 2ヶ 所 トレンチを入れた。昔は西側に位置する

五ヶ瀬川に向かって周辺よりも低かったようで、地下 1.2mか ら約 3mにかけて河原石堆積層が

5層確認され、時期は不明であるが洪水などによる旧河道が存在していたことが判った。第 2、

第 3地点は標高約 7mにあたる。深さ約 3～ 3.5m掘 り下げたところ、河原石堆積層は検出され

ず、砂質上及び粘質上が互層で認められた。また、標高約 5.2mの有機物を多く含有する暗褐色

粘質上の上位からイネのプラントオパールが検出された。第 4地点は、調査地対象地の最東端に

あたり東側は水田が所在する。標高は約 7.5mで、 2ヶ 所 トレンチを入れ、深さ 3.2mま で掘削

したところ、いずれも砂質上が検出され、遺構等は検出されなかった。第 5、 第 8地点は、五ヶ

瀬川のすぐ東側に位置し、標高約 6.8mを測る。いずれも表土直下から河原石堆積層が何層にも

-8-



わたり検出された。第 6地点は、調査対象区のほぼ中央付近に位置し、標高約 7mにあたる。表

土直下の標高約 6m付近から河原石堆積物がみられ、その下層は粘質土層と砂層が確認された。

また、標高約4.4～ 5。 3mの暗褐色粘質土からプラントオパールが検出された。第 7地点は、標高

約 9mにあたり、同地区内でも最高位にあたる。表土直下の標高約 8m及び 4.4mか らは河原石

堆積物が検出された。標高 6.6mの暗褐色粘質土からプラントオパールが検出された。

なお、プラントオパール分析結果の概要については以下のとおりである。hと 、 2、 3、 4、

6、 7地点の分析の結果、血 4を除いて、標高約 5～ 6。 6m前後の上層から少量ながらイネのプ

ラントオパールが検出され、調査地点若しくは、その周辺において稲作が行われていた可能性が

認められた。イネの密度が低い原因としては、 1)稲作が行われた期間が短かったこと、 2)洪

水などによって耕作上が流出したこと、 3)土層の堆積スピー ドが速かったこと、 4)イ ネの生

産性が低かったことなどが考えられるが、ここでは土層の堆積状況などから、洪水などの河川の

影響が大きかったものと考えられる。また、当時の調査区周辺は、ススキ属やチガヤ属くネザサ

節、ヨシ属などが少量見られるイネ科植生を主体とし、周囲ではシイ属やイスノキ属などの照葉

樹についても生育 していたものと推定される。

以上のように、一部について水田跡等の埋蔵文化財の可能性を裏付ける結果となったことから、

更に詳細な水田跡遺構の分布範囲について調査を進めるとともに、今後の事業計画に伴う埋蔵文

化財の取り扱いについて、関係課所と十分な協議を進めていく必要がある。 (山 田)

ta稀

Fig 10 飯島遺跡調査区配置図

¢|
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5日 上 ノ 坊 遺 跡

延岡市富美山町85-4外

宅地造成

950821-950831

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

担 当 者

処  置

56.5rド

尾方・高浦

本調査

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、市内を西から東に流れる五ヶ瀬川と祝子川に挟ま

れた丘陵で、標高は約60mを測る。この丘陵は岡富山の一角と

みられているが、近年の団地開発により丘陵を分離されている。

調査地の南には今山八幡宮、北には県指定の樫山古墳群が立地

する丘陵を望める。眼下には市街地が一望でき、その東に日向

灘を望む絶好の位置に立地している。当遺跡の周辺は古 くから

埋蔵文化財包蔵地として知られ、今山八幡宮の墓地には、県指

定延岡古墳 6号墳が所在していた。また、岡富山の南には横穴

墓の延岡古墳群34号墳が所在し、勾玉 2点が出上している。そ

の東約 1.7kmに は古川古墳が所在しており、阿蘇溶結凝灰岩製

の石棺から、約19cmの非常に大きな鉄鏃 4本 と短甲 (三角板革

綴)の一部が出上している。また、祝子川を挟んだ北東約1.25km

基を含む樫山古墳群が分布している。調査は大正14年、昭和25、

25年に調査されたA号墳からは、小札鋲留衝角付冑や短甲残片、

直刀、鉄鏃が出上している。

(別  調 査 の 概 要

現存する丘陵は、標高約62mと 約60mを中

心とした、西から東にのびる2本の舌状の丘

陵で、馬蹄形を成している。この標高約62m

の頂上部をA地区、標高約60mを中心とする

丘陵をB地区とし、 トレンチによる土層観察

と遺構検出に主眼をおき、調査を実施した。

トレンチは、A地区に3ヶ 所、B地区に4ヶ

所設定した。

調査の結果、A地区から古墳時代のものと

思われる土装墓が 1基検出された。この上壊

墓は、地山に堀り込まれており、その両端に

Fig 13 上ノ坊遺跡位置図

(1/15000)

の樫山丘陵には、前方後円墳 2

45年の 3回に行われ、特に昭和

頸甲、内行花文鏡、勾玉、小玉、

Fig 14 上ノ坊遺跡調査区配置図

(1/5000)
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は千枚岩 (緑色岩)が立石されていた。土壊墓は、東西方向を主軸とし、そのプランは長さ2.67

m、 幅1.55m、 深さは地山から45cmで 、長方形を成していた。両立石の間は1.57mを測り、深さ

35cllの位置で短剣が 1点検出された。この短剣は残りが悪く、正確に測れるところで長さ19.5cm、

幅 2.5cmで あった。

B地区に設定した、 トレンチ 3・ 7か ら遺構、遺物は検出されなかった。しかし標高約60mの

丘陵頂上部に設定した、 トレンチ 4か ら鉄鏃が 1点、 5か らは高郭の脚部片 1点、 ミニチュア状

土器 1点等の遺物が出上した。

このことから、宅地造成が予定されている丘陵は、埋蔵財文化包蔵地と確認され、申請者と協

議の結果、文化財保護法に基づき発掘調査を行い、調査経費は申請者が負担することとなった。

発掘調査は、平成 7年 10月 9日～同12月 5日 にかけて行った。なお、上ノ坊遺跡の本報告書は、

平成 8年度に刊行予定である。 (高浦)

L-59,600

い

１

釦
や

Ｏ
ｏ
ｏ

I層 黄褐色上十淡赤銅色土 (2～ 3 cm大の山レキを多量に含む)

Ⅲ層 淡黄褐色土

V層 黄褐色土 (やや粘性を帯び、赤銅色の鉄分を所々に含む)

Ⅶ層 赤灰色粘質土 (炭化物を含む)

Ⅸ層 灰色粘土

Fig 15 上ノ坊遺跡A地区土境墓実測図

0                           2m

Ⅱ層 淡褐色土 (やや黄味がかる)

Ⅳ層 淡黄褐色土 (Ⅲ層より柔らかい)

Ⅵ層 黄白色弱粘質土 (4～ 5 clll大 の山レキが混 じる)

Ⅷ層 黄白色粘質岩土
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(り  出 土 遺 物

1は、A調査地区 (土壊墓)よ り出上 した短剣である。長さ19.5cm、 幅 2.5cln(現存部分)を

測る。柄の部分には木片が遺存しており、鞘日と柄国の痕跡の線が残っている。また、目釘穴が

1つあいている。

2は、B調査地区 (ト レンチ 4)よ り出上した鉄鏃 (短茎の三角形鏃)である。全長 4.9cm、

鏃身部幅 4.6cm、 鋒から頸部端までの長さ 4.4cmを測り、逆刺の内側に重快をつけたものである。

重量は10.9gである。

3は、B調査地区 (ト レンチ 5)よ り出上した高郭の脚部である。底部径は 6 cmを測り約 1/2
が残存している。胎土は砂粒を含み、焼成は不良である。断面はサンドイッチ状を呈している。

外面 。内面とも風化がひどく、調整は不明である。 (高浦)

3

0                 10cn

Fig 16 上ノ坊遺跡出土遺物実測図
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所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

担 当 者

処  置

14言

山田・高浦

工事立会い

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、五ヶ瀬川と大瀬川に挟まれた中州に位置し、西側

には大貫神社が隣接する。この大貫神社は、昭和 4年に鳥居龍

蔵氏によって調査が実施されており、著書の「上代の日向延岡」

のなかで、「立派なス トーンサークル、すなわち磐境であり、

この一番高いところを神聖な場所として、その周囲に磐境を造

ったものであるか、あるいは今神社のある所は、古墳の主体の

あるところで……」と紹介されている。また、調査地から約

200m離れた低丘陵には、国指定南方古墳群である24～31号・

39号 (大貫支群)が立地しており、この大貫地区は、いわゆる

「周知の埋蔵文化財包蔵地」として取り扱われている。

Fig 17 宮畑遺跡位置図

(1/15000)

(別  調 査 の 概 要

発掘調査は、鳥居龍蔵氏の指摘を踏まえ、

周溝確認・土層観察に主眼を置き、 トレンチ

法により調査を実施した。 トレンチ 1は大貫

神社に対しほぼ南北に、 トレンチ 2は垂直に

設定した。 トレンチ 1は約90側の客上が確認

され、Ⅲ層から阿蘇溶結凝灰岩の破片が多数

検出された。これは調査地付近に所在してい

た石切り場のものと思われる。また同層から

以前あった社務所の瓦片も多量に検出された。

Ⅳ層からは縄文土器片が 1点検出された。 ト

レンチ 2では、約40cm掘 り下げた地点 (Ⅲ層)

から、 トレンチ 1同様に多量の瓦片が検出さ

れた。V層は溝状遺構とみられ、縄文時代晩

期のものとみられる土器片が数点検出された。

であるとは考えられないと思われた。

このことか ら、予定地には文化財が包蔵することが確認されたが、以前実施された掘削および

6日 宮 畑 遺 跡

延岡市大貫町 6丁 目1875

公民館建設

950918ハV950921

ェ♀      50m
″オ  イ //ヽ子

"＼

Fig 18 宮畑遺跡調査区配置図 (1/2500)

しかし、規模・状況からみて、これが古墳の周溝

滅く�
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埋土によって遺跡の多くが破壊されていることから、

基づく書類の提出を指示した。

申請者に文化財保護法第57条の 2第 1項に

L=8,500 I層  絣件土

I層  明褐色稿質土(客土、粘性があり粒子が相かい)

]層  明茶褐色土(損乱層て凝灰岩片、瓦片、多(混 じる

Ⅳ層 茶褐色粘質土(包含層で粘性があり、柔らかい)

V層  暗茶褐色砂質土(静快遺構とみられる)

Ⅵ層 暗茶褐色砂質土(粘性がある)

u層  青灰褐色砂質土(やや砂質をもち、柔らかい)

粗層 茶褐色粘質土

X層  茶褐色粘質土(不純物、小石が混じる)

Fig 19 宮畑遺跡 トレンチ 1口 2土層断面図

0 出 土 遺 物

1、 2は縄文土器の深鉢である。日縁部下に三角凸帯をめぐらす。 1は日縁上端に粘土を貼り

つけ突起部を設けている。色調は暗茶褐色を呈し、胎土は良好で、内外面にススが付着している。

調整は、丁寧なナデ調整である。 2は淡茶褐色を呈し、胎土は粗い。調整は、風化がはげしく不

明である。 (高浦)

Fig 20 宮畑遺跡出土遺物実測図
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7日 堂 ノ脇 遺 跡

延岡市牧町4633番地外

宅地造成

950926

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

担 当 者

処  置

10だ

山田 。高浦

工事立会い

Fig 21 堂ノ脇遺跡位置図

(1/15000)

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、祝子川と北ナ||イこよって形成されたデルタ地帯で、

市内中心地から北東約 2 kmの 地点に位置する。周辺には水田、

畑が営まれ、東には、北川から分かれた友内川が延岡港に注い

でいる。当遺跡は、牧神社 (県指定14号墳)か ら北西約 300m

の地点で、周辺の粟野名町、柚の木田町、大門町には延岡古墳

群 (県指定、12、 13、 15、 16号墳)が点在している。牧町を含

むこの東海地区は、いわゆる「周知の埋蔵文化財包蔵地」とし

て取り扱われている。また、調査地点はもともと水田であった

が、数年前から休耕されており、湿地帯になっていた。

(動  調 査 の概 要

発掘調査は、調査地が湿地帯で湧水がひどく、土層が崩落する危険性があることから、重機に

よるトレンチ法を採用した。 トレンチは、比較的調査に影響のない部分 (3ヶ所)について実施

した。確認調査は、掘削部分への流水がひどく困難を極めた。このため、掘削した上を観察・調

査する方法をとった。当遺跡の基本層序は次のとおりである。第 I層耕作土 (20cm～ 30clll)、 第

Ⅱ層茶褐色粘質土 (50cm)、 第Ⅲ層青灰色砂土 (約 lm)、 第Ⅳ層青灰色砂礫土 (20cll以上)で

ある。 トレンチ 1・ 2は、約 2mの地点で、第Ⅲ層まで確認されたが、遺構・遺物等は確認され

なかった。 トレンチ3は、約 2mの段階で第Ⅳ層まで確認され、第Ⅲ層からは、木ぐいと土器片

1点が検出された。

このことから、予定地には文化財が包蔵することが確認されたが、①出土地層が砂層であり、

ローリングを受けていることから、上流域からの流れ込みの可能性が高い。②出土遺物が 1点で

ある。③湿地帯であるため、調査が大変困難になることが予想される。上記の理由から、申請者

に文化財保護法第57条の 2第 1項に基づく書類の提出を指示した。

今回の調査により、調査地周辺は埋蔵文化財包蔵地であることがより明らかになり、今後の開

発等には注意を要しなければならない。                     (高 浦)
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8日 巣 山 遺 跡

延岡市川島町4172番地外

宅地造成

950926

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

担 当 者

処  置

5 nt

山田 。高浦

調査後破壊

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、大分県内の山地を源流とする北川が大きく湾曲し

て流れている、その下流域に発達する扇状地性三角州上に位置

し、現在、ここには水田地帯が広がっている。周辺地区の鹿小

路には、古墳が存在していたと言われており、南部の無鹿町の

丘陵 (妻耶大将軍神社)に は、県指定24号墳が所在 している。

この丘陵には十数基の石棺、横穴の存在が確認されており、文

政年間 (1818～29年)には、石棺が掘り出されて刀子が出上 し

たとの記録がある。当遺跡から北川を挟んだ対岸、国道10号線

の和田越 トンネルを大分側へ抜けた川沿いには、県指定17号墳

が所在しており、さらに進むと差木野遺跡包蔵地が広がってい

る。北部に連なる山丘には、県名勝那智の滝があり、自然環境

豊かなところである。

Fig 22 巣山遺跡位置図

(1/15000)

(2)調 査 の 概 要

調査地周辺は、約 lm～ 1.5mの盛土が施されていた。調査は、盛土が施されていない部分に

ついて行った。調査法は、重機によるトレンチ法を採用し、土層観察に主眼をおいた。調査の結

果、約 3mの客上が確認され、その下層からは粘土質の上壌が検出された。しかし、遺構・遺物

等は確認されなかった。

周辺住民への聞き取り調査を実施したところ、調査地は以前、池 (水田用溜池)が存在してい

たということであった。

今回確認調査を行った川島地区は、近年の宅地開発の波が押 し寄せている。今回の調査地は溜

池の部分にあたり、遺跡の所在は確認できなかったが、周辺地における埋蔵文化財の包蔵の可能

性は高く、今後の調査による資料の増加が見込まれる。 (高浦)
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所 在 地

調査原因

調査期間

9日 光 蓮 寺 遺 跡

延岡市大貫町 2丁目1080番 1外 調査面積

ガソリンスタンド建設     担 当 者

951025ハツ951026                友坐    握曇

10rゞ

山田・高浦

調査後破壊

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、五ヶ瀬川と大瀬川に挟まれた低地に所在している。

遺跡の南西約 700mには、国史跡南方古墳群の大貫支群及び県

内最古といわれている大貫貝塚が所在する。また、西側に位置

する低丘陵地帯には野田・野地支群、野田町八田遺跡、西階城

跡等の遺跡が数多く分布している。

現在、水田地帯が広がっている当地は、縄文海進後に低湿地

帯が広がっていたことが考えられる。このことから、古代水田

跡の可能性が充分に予想された。 Fig 23 光蓮寺遺跡位置図

(1/15000)

(動  調 査 の 概 要

調査は、水田跡の検出に主眼をおきトレンチ法を採用した。開発予定地の東西にそれぞれ lヶ

所の トレンチを設定した。

調査の結果、現在の水田面 (第 I層)の下より機械耕作以前の水田層 (第 Ⅲ層)が検出された。

層厚は約60calに 達する。第Ⅳ層は粘質上がみられ、その上位から江戸時代後半～明治時代の肥前

(佐賀県)系の陶磁器片が出上し、第V層には、層厚約70cmに及ぶ良好な砂礫層が確認された。

その下層は礫層や砂層等が交互にみられ、江戸時代以前には周辺に五ヶ瀬川の流れが存在 してい

たと推察された。

今回の調査では、古代水田面の検出には至らなかった。しかし、当地周辺の立地は水田跡及び

集落跡等の検出が予想されるため、今後の開発にも十分な調査が必要である。 (高浦)
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(2)調 査 の 概 要

現存する丘陵は標高約20mで、第33号墳の

立地する、】ヒ西から南東に延びる舌状の丘陵

である。この丘陵をA地区、B地区、C地区

と設定した。調査は、グリッド法を採用し、

土層観察と遺構検出に主眼をおいた。また38

号墳周辺に残る旧地系 2箇所に トレンチ各 1

本の計 2本 (ト レンチ 1・ 2)、 宅地造成に

かかる開発予定地 (進入道路)について トレ

ンチを 2本 (ト レンチ 3・ 4)を設定した。

調査の結果、まず伐採後の表採により縄文

土器片、土師器片の分布が 3地区において確

認された。A、 B、 C地区の基本層序は次の

とおりである。第 1層黒褐色土 (耕作土)、 |

37.5∬

尾方・ 高浦

協議

位置図

(1/15000)

Fig 25 上無田遺跡 (第 2次)調査区配置図

(1/1875)

第 2層茶褐色上、第 3層暗橙褐色土、第 4層暗黒褐

所 在 地

調査原因

調査期間

側B上無 田遺跡 (第 2次 )

延岡市野地町 1丁 目25081外  調査面積

宅地造成          担 当 者

960213ハV960219              友と    捏垂

(1)位 置 と環 境

当遺跡は、国指定史跡南方古墳群第33号墳の立地する丘陵か

ら、南東に向かってなだらかに傾斜していく丘陵上に位置する。

ここは、近年宅地開発による掘削により現在では、舌状の丘陵

を成している。調査地からは、眼下に水田地帯を一望でき、水

田との比高差は約20mで ある。また東約 600mに

3色毯暴諮訴  iiげ離屋肇第31号、第39号 (大貫支群)、 大貫貝塚が所在する

に広がり、北約 200mには国史跡第32号墳が立地する「丸塚山」 ′脆房ぎ!予婁

と称される丘陵が望める。この第32号墳は、昭和 4年に鳥居龍  Fig 24 上無田遺跡 (第 2次 )

蔵氏により発掘調査が行われており、鉄製円盤、鉄製の鐸、虎

頭鈴 3個、小刀子、鉄釘が出上している。この調査は、鳥居龍

蔵氏著書の「上代の日向延岡」に大貫丸塚山有木棺古墳と記さ

れている。調査地は、遺跡の分布状況および第33号墳に隣接していることから、「周知の埋蔵文

化財包蔵地」として取り扱われている。また、第33号墳北側は市道改良に伴う埋蔵文化財発掘調

査が行われており、延岡市文化財調査報告書第13集に記されている。
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色土 (阿蘇-4漸移層)、 第 5層橙褐色土 (阿蘇-4堆積層)。 A地区では縄文土器片・土師器

片が出上したが、遺構等の検出はされなかった。B地区では、第 3層から黒曜石・ チャー ト・縄

文土器・ 弥生土器・須恵器 。上師器片が集中して出上し、柱穴が 4箇所確認された。また、第 4

層直上より川石が数個散在しており、黒曜石数点が検出された。 C地区では、A地区同様に遺構

等の検出はできなかったが、少量の上器片・黒曜石 1点が検出された。33号墳周辺に残る旧地系

に設定した トレンチ 1か ら須恵器片 (6C後半)が検出され、33号墳との関連性について重要な

資料を得ることができた。 トレンチ 2か らは、遺構・遺物等の検出はできなかった。進入道路に

設定した トレンチ 3・ 4は、約 5 cal程の埋上がなされており、その下からは、阿蘇-4堆積物と

みられる非常に硬い土層が検出され、遺構・遺物等は全 く検出されなかった。

今回の調査により、33号墳周囲はかなりの削平をうけ、当時の規模がどれくらいのものであっ

たか、確認することは永久に不明であり、非常に残念であるが、現存する舌状の丘陵には旧石器

～古墳時代の遺構 。遺物が包蔵することが確認され、今後申請者と本調査の必要性について協議

を行っていく予定である。

偲)出 土 遺 物

1、 2は黒曜石の景J片である。 1は佐賀県腰岳産、 2は長崎県大崎産のものと思われる。延岡

市では姫島産が主であるため、この 2種類の黒曜石は非常に珍しいものである。 3は縄文土器で、

口縁部下に比較的大きな突起部をもつ。 4は深鉢で口縁部下に三角凸帯をもつ。 5は黒色磨研土

器の浅鉢で、内外面とも口縁部下に 1条の沈線をめぐらす。 6、 7は黒色磨研土器の浅鉢である。

7は 口縁部下に一条の沈線をめぐらす。 8、 9は須恵器の郭身で、時期は6C後半のものと思わ

れる。10は須恵器の壺で外面はヘラ削り、内面胴部はナデ調整で、くびれ部分は不定ナデ調整で

ある。 (高浦)

L=18,500m

I層 黒褐色土 (耕作土。サラサラしている)

Ⅱ層 茶褐色土 (サラサラしている)

Ⅲ層 暗橙褐色土

Ⅳ層 暗黒褐色土 (Aso-4漸 移層)

V層 橙褐色土 (Aso-4堆 積層)

Ⅵ層 黒褐色粘質土

lm

Fig 26 上無田遺跡 (第 2次)B地区土層断面図
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Fig 27 上無田遺跡 (第 2次)出土遺物実測図
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権次郎遺跡

調査地近景

(南西から)

調 査 風 景

出 土 遺 物

PL. 1



松ノ元遺跡

調査地遠景

(北方から)

調査地より

下三輪の集落を望む

調 査 風 景

PL. 2



A地区全景

B地区全景

C地区調査風景

山ノ田遺跡

PL。  3



飯島遺跡

調査地遠景

(東方から)

調査風景第 8地点

植物珪酸体の顕微

鏡写真  (400倍 )

PL. 4



飯島遺跡

植物珪酸体の顕微鏡

写真   (400倍 )

オオムギ族 (頴の表皮

細胞)

第 6地点 1

植物珪酸体の顕微銃

写真   (400倍 )

ウシクサ族 (ス スキ属

など)

第 6地点 8

植物珪酸体の顕微鏡

写真   (400倍 )

クマザサ属型

第 6地点10

PL. 5



上ノ坊遺跡

A地区遠景

(東方から)

調  査 風 景

(A地区)

A地区土墳墓

PL. 6



――
.

上ノ坊遺跡

B地区遠景

(西方から)

B地区 トレンチ 5

土層断面

出 土 遺 物

PL. 7



宮畑遺跡

調査地近景

(北方から)

トレンチ 2

土層断面

出 土 遺 物

PL. 8



調 査 風 景

堂ノ脇遺跡

巣山遺跡

調査地全景

PL。  9



光蓮寺遺跡

調査地遠景

(北方から)

トレンチ

土層検出状況

査 風 景

(北方から)

PL。 10



上無田遺跡 (第 2次 )

調査地遠景

(南方から)

調査地遠景

(南東から)

調 査 風 景

PL。 11



に

上無田遺跡 (第 2次 )

出 土 遺 物

(縄文土器)

土 遺 物

(黒色磨研土器)

出 土 遺 物

(須恵器)

PL。 12
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所 収 遺 跡 名 所 在 地 市11コ ード 遺麻コ‐ド 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

権 次 郎 遺 跡
延 岡市出北

字権次郎

452033

1995
0609

;

1995
0616

20∬
大 規 模 小 売

店 舗 建 設

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

水  口  址 近 世 無 陶 磁 器

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード 遺跡コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

松 ノ 元 遺 跡
廷 岡 市 下 三 輪 町

字 松 ノ元

452033
3 2
2 9
5 8

1 3 1
3 7
2 2

1995
0619

;

1995
0622

16.5∬

九 州 電 力

送 電 線 鉄 塔

建 設

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散 布 地

弥

近
;

生

世
無 無

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード 遺跡ヨード 緯 東 経 調査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

山 ノ 田 遺 跡
延 岡市 櫛 津 町

字 山 ノ田

452033 11.2∬
ゴ ル フ 場

建 設

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散 布 地 中 近 世 無 陶磁 器

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード 遺跡コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

飯 島 遺 跡
延 岡 市 野 口 町

字 飯 島

452033
32°
3 3′
37″

1995
0717

;

1995
1018

115ぱ
区 画 整 理

事 業

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

水 田 址

弥

近
;

生

世
無 陶 磁 器

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町‖コ‐ド 遺誅】―ド 緯 東 経 調査期間 調 査 面 積 調 査 原 因

上 ノ 坊 遺 跡
延 岡市 富 美 山 町

字 上 ノ坊

452033

1995
0821

i

1995
0831

56.5∬ 宅 地 造 成

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散 布 地 古 墳 土填墓
器土質

剣
鏃
師

短
鉄
土

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町‖ヨード 遺際コいド 緯 東 経 調査 期 間 調査面積 調 査 原 因

宮 畑 遺 跡
延岡市大貫町

字宮畑

452033
3 2
3 2
0 5

1 3 1
38
5 6

1995
0918

;

1995
0921

14 nf 公 民 館 建 設

種 主 な 時 代 主 な 構遺 主 な 物遺 特 項記 事

散 布 地
縄    文

古  ; 墳
溝 状 遺 構

縄 文 土 器

須 恵 器



所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町付コード 遺跡コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

堂 ノ 脇 遺 跡
延 岡市 牧 町

字 堂 ノ脇

452038
1995

0926
10r 宅 地 造 成

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

水  田  址 古 墳 無
木 グイ

土 器

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町‖コード と跡コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査面 積 調 査 原 因

巣 山 遺 跡
延岡市川島町

字巣山

452033
32°
3 3′
35″

1995

0926
5だ 宅 地 造 成

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 事 項

散 布 地 弥 生 無 無

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村〕―ド 遺路コード 緯 東 経 調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因

光 蓮 寺 遺 跡
延 岡市 大 貫 町

字 光 蓮 寺

452033
3 2
3 3
2 3

1 3 1
3 9
2 5

10r

ガ ソ リ ン

ス タ ン ド

建 設

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散  布  地 近 世 無
陶磁 器

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町‖コード 遺際コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

上 無 田 遺 跡

(第 2次 )

延 岡市 野 地 町

字 上 無 田

452033
3 2
3 4
0 9

131
3 7
0 4

37.5ど 宅 地 造 成

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散  布  地
縄

古
,

文

墳
柱 穴

ヤ

ヽ

チ
器と

器

片
文
恵

剣
縄
須

石

ヽ
ヽ

曜
片
器

黒
剥
土

孫込 国 史 跡 隣接 地


